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 ２０１３年１月２０日              NO,３３７ 

 

 正覚寺参道の入り口にある庚申 

塔は、萩原賢和の書で、文政７年 

（１８２４）賢和６５歳の時のも 

ので、同じ時期に建立されたもの 

のなかでも秀作の一つといわれて 

います。 

 萩原賢和は、片品村の出身で、 

１４歳で書家の長沢宇勝に入門し、 

その後江戸に出て三井親和に学び、 

関東に書名をならした書家で、利 

根の三筆（生方鼎齋、高橋不可得） 

の一人です。 

                   「賢和の笹字」と称

される独創的な篆書

体（てんしょたい）を

完成させました。 

                   正覚寺の山門は、万

延元年（１８６０）に

建立されたと推測さ

れ、江戸時代後期の建

築技法の特徴などが

良く残されています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
今
の
選
挙
制
度
に
な
っ
て
最
も
多
い
、
１２
の
政
党
で
争
わ
れ
た
総
選
挙
か
ら
１
ヶ
月

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
の
政
党
の
数
は
い
く
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
新
党
大
地
」「
新
党
改
革
」
「
新
党
日
本
」
は
、
総
選
挙
で
議
席
を
減
ら
し
、「
政
党
」
の
要
件
を
失

い
、「
国
民
新
党
」
も
議
席
を
減
ら
し
、
分
裂
状
態
に
あ
り
、
選
挙
直
前
に
登
場
し
た
「
日
本
未
来
の
党
」

は
、「
未
来
の
党
」
と
「
生
活
の
党
」
に
分
裂
す
る
な
ど
、
政
党
の
消
長
は
め
ま
ぐ
る
し
い
限
り
で
す
。 

 

１
９
９
５
年
に
政
党
助
成
金
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
選
挙
で
あ
る
程
度
の
得
票
や
議
席
が
見
込
め
れ

ば
、
党
の
綱
領
や
、
規
約
は
そ
っ
ち
の
け
で
政
党
助
成
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
政
党
」
の
、
要 
 

 
 

件
の
基
準
日
と
な
る
１
月
１
日
前
に
、
政
党
の
分
裂
や
新
党
の
結
成
が
目
立
ち
ま
す
。 

 

政
党
な
ら
ば
、
地
域
や
職
場
な
ど
に
組
織
を
持
ち
、
国
民
と
結
び
つ
き
、
党
費
や
募

金
な
ど
で
財
政
を
ま
か
な
う
べ
き
で
、
政
党
助
成
金
は
国
民
と
の
結
び
つ
き
を
断
ち
切

り
、
政
党
を
堕
落
さ
せ
る
最
大
の
元
凶
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 利根沼田文化会館で１３日、沼田市成人式がおこなわ

れ４９８人が出席し、新たな一歩を踏み出しました。 

 今年の新成人は沼田地区２３３人、利南地区９５人、

池田地区３１人、薄根地区６８人、川田地区３２人、白

沢町４５人、利根町４３人、市 

外からの申し込み４５人でした。 

 町別の新成人の数では、高橋 

場町が５５人と最も多く、５つ 

の町・地区では、ゼロでした。 

 大東議員は１２月定例市議会の一般質問で、農業・林業の担い手を育成

し、都市との交流や農作物や木材のブランド化をすすめ、販路を拡大し、

沼田市の農林業を元気にするように提案しました。 

 農業・林業の担い手の育成について市長は、「認定農業者の確保・育成、

新規就農者の確保などの取り組みをひきつづきおこなっていきたい」と答

え、林業については、「福利厚生の充実、技術・技能の向上などを支援して

いきたい」と答えました。 

 都市との交流やブランド化について、「田舎体験ツアー観 

光農業の推進、果樹や野菜の付加価値を高め、ブランド化を 

図り、販路の拡大に努めたい」と市長は答えました。 

 大東議員は一般質問で、沼田市を訪れた観光客の評価をつかみ、これか

らの観光にいかし、観光客を増やす取り組みをすすめるよう求めました。 

 市長は、「旅先の満足度が沼田・老神・尾瀬地域では全国平均より劣って

いる調査結果がある。これからは沼田のイメージを明

確に打ち出すため、食・歴史・自然などの観光資源に

磨きをかけていきたい」と答えました。 

            １３・１４日、市内の多くの

町では、小正月行事のどんど焼

きがおこなわれました。 

            上原町（写真）では、午前７

時に点火され、甘酒や豚汁など

がふるまわれました。 

 


